
１　主題構成表
主題名　「真の友情」（中学校第２学年）　         　 　　　　　　　　資料名「嵐の後に」





■　資料の分析


・子どもの頃から何でも話し合える仲だった勇太と明夫だが、高校生の頃から関係がぎくしゃくしてくる。漁師見習いとして二人が乗った船が嵐に襲われたことをきっかけに、二人の友情が確かなものとなる。


・明夫のことを心配し一緒に働きたいと思っている勇太の気持ちに共感させることができる。


・明夫に何も言えず、明夫のことをあきらめかけている勇太の気持ちに気付かせることができる。


・今まで明夫の気持ちを考えようともしなかった自分のことを振り返り、明夫と心が通い合って喜ぶ、勇太の気持ちから、本気で相手のことを思うことが真の友情を深めることにつながることに気付かせることができる。





■　価値の分析


・真の友情は、互いに変わらない信頼があって成立し、相手に対し尊敬する気持ちがその根底にある。それは、相手の人間的な成長を願い、互いに励まし合い、高め合い、協力を惜しまないという関係である。


・中学生の時期は、互いに心を許し合える友達を真剣に求めるようになり、心から打ち明けて話せる友達を得たいと願う気持ちが高まってくる。しかし、相手に同調したり、最初から一定の距離をとったりする生徒も出てくる。


・この時期の生徒たちには、視点を広げ、生涯にわたる尊敬と信頼に支えられた友情を育てることが大切である。そのために、相手の内面的なよさに目を向け、相手の成長を心から願って互いに励まし合い、忠告し合える信頼関係を育てることが、より一層深い友情を築くことに気付かせたい。








内容項目２－（３）


友情の尊さを理解して心から信


頼できる友達をもち、互いに励ま


し合い、高め合う。





■　内容項目から見た生徒の実態


（意識）


・仲のよい友達はいるが相手や自分の思いとおりになる関係であることが、よい関係だと思っている。


・友達がよくない行為をしていても、相手のために本気になって注意することができない。


（要因）


・友人関係が壊れてしまうことに怖さを感じているため、よくない行為に対して注意することができない。


・相手のために忠告したり、励ましたりすることが、相手や自分の成長を促し、信頼関係を育てる一歩であることに気付いていない。








■　基本発問（◎中心発問）


○「船に乗らんか」と言った時の勇太はどんな気持ちだっただろう。





○なぜ、勇太は明夫に面と向かって何も言えないのだろう。








◎「明夫、今までどこで何やっとったんよ。待っとったんぞ。」と言った時の勇太の気持ちはどんなだっただろう。








○友達のことを思って行動したことはありますか。その時どのような気持ちでしたか。





■　展開の構想


・明夫のことを心配し、一緒に船で働きたいと思って


いる勇太の気持ちに共感させる。





・明夫のよくない姿が分かっていても何も言えず、明


夫のことをあきらめかけている勇太の気持ちに気付


かせる。





・今まで明夫の気持ちを考えようともしなかった自分


のことを振り返り、明夫と心が通い合って喜ぶ、勇太の気持ちから、本気で向き合うことが互いの友情を深めるために必要であることに気付かせる。





・今までの自分と友達との関係を振り返り、互いが成


長するために信頼し合い、高め合っていこうとする意欲をもつ。





■　ねらい


　相手のことを考え、本当に必要な関わり方をすることが、信頼関係を築き友情を深めることに気付き、互い


に励まし合い、高め合おうとする心情を育てる。









